
ｓ 

 

 

 

 

儀式的行事について 

本校では， 以下の考え方（目的）に基づいて儀式的行事を行っています。 

（１）儀式的行事の意義や，その場にふさわしい参加の仕方について理解し，厳粛な場におけるマナー等

の規律，気品のある行動の仕方などを身に付けるようにする。 

（２）学校生活の節目の場において先を見通したり，これまでの生活を振り返ったりしながら，新しい生

活への希望や意欲を高め，集団の場において規則正しく行動することができるようにする。 

（３）厳粛で清新な気分を味わい，行事を節目として希望や意欲をもってこれからの生活に臨もうとする

態度を養う。 

 儀式的行事は年間を通して行われています。代表的なものとしては入学式や卒業式があります。今回

は儀式的行事の始業式，そして終業式に焦点を当てた取り組みについてお伝えします。 

 本校の始業式・終業式は 2 年前に大きな転機を迎え，儀式の内容が変わりました。これは始業式・終業

式が形式化されており，子どものどのような態度を育てるのかが明確ではなかったためです。そこで，上

記のように儀式的行事の目的を整理し，子どもが始業式・終業式という節目にこれからの生活に向けて

の意気込み，終業式の場合はふりかえりを語る時間を設ける現在の形になりました。これは，子どもがこ

れから始まる新たな生活に向けての話を語ったり，話を共感や比較をしながらきいたりすることによっ

て，希望や意欲をもってこれからの学校生活に臨もうとする態度を養うことをねらいとしています。限

られた時間での実施のため残念ながら全ての子どもが意気込みやふりかえりを語る機会を設けることは

できません。そのため自分の話を語る前に 1 分間自分の考えをもつ時間を設けることによって，全ての

子どもが新たな生活に向けての自分の目標をもつ機会を保障しています。この時間に全員が自分の意気

込みやふりかえりを考えることは、上記の目的に附小生全員が迫るうえでとても大切な時間です。また，

子どもたちが異なる学年の話をきくこと，さらに教師が意気込みを語った子どもの話やきいている子ど

もの様子を価値づけることによって，附小生全員にとって始業式・終業式が有意義な時間になることを

目指しています。 

では，このような目的のもとで実施した 2025 年度前期終業式の子どものふりかえりとそこで得られた

学びについて紹介します。 

終業式の中で 6 年生，1 年生，4 年生の順番に次のようなふりかえりを子どもが語りました。 

  

 

 

  

 

 

3 月 
2026/3 

学校だより 

6 年生 

6 年生は，「理想」と「土台」を大切にしてきました。今までは自

分のことで精一杯だったけど，学年全員で附小を創り上げること

ができたんじゃないかと思いました。だけど，当たり前の部分であ

る「土台」ができていなかったところもありました。 
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 異なる学年の子どもがふりかえりを語りましたが，４年生と６年生の下線部分は類似性が高く，どち

らも「土台」とされることができていないことについて触れていました。６年生と４年生の２人は共に

「土台」という言葉を「当たり前のこと」という意味で捉えていると教師は解釈しています。ふりかえり

を語った４年生は，後期に向けて「土台」，つまり「当たり前のこと」をできるようになりたいと未来に

向けての意欲をもっています。注目すべき点は，４年生の話の中にある「さっき６年生が…と言っていた

けど」という言葉です。この言葉は，４年生の子どもが６年生の話を共感的にきき，自分の生活を省察し

たからこそ生まれた表現であると考えています。６年生の言葉が４年生に影響を与え，つながりが生ま

れたのです。 

４年生が６年生と同じく「土台」を大切にしたいと言っているからこそ，教師は６年生に再度「土台」

について考えていることを教えてと訊ねると，「『土台』というのは，相手のことを考えることだと思って

いて，廊下を走ったら相手がけがをするかもしれないとか。そのようなことを考えることが重要なんじ

ゃないかと思います。」と６年生は改めて具体的な例を示しながら「土台」について答えてくれました。 

子どもたちにとって「廊下を走らない」というのは，附小のくらしにも記載されているため，「土台」

として全ての子どもが認知していることです。しかし，自分が「土台」と思っていること，言い換えると

自分が当たり前と思っていることが他者とは違うというのはよくある事だと思います。このように自分

と他者で考え方に違いが生じた時は，１年生のふりかえりにもあるように自分の気持ちを伝えることが

大切であることを教師が全体に話をして終業式を終えました。 

 このように終業式では，ふりかえりのつながりを意識することによって「当たり前のことを大切にし

ていくこととその難しさ。加えて対話をすることの重要性。」を子どもと考えました。子どもが意気込み

やふりかえりを語ること，その話を子どもがしっかりきくことによって，互いに影響を与え合い，附小生

としての学びを創り上げられたのです。学校懇談会のふりかえりの中には，家でも家庭内終業式をやっ

てみたいという嬉しいお声もいただきました。今後の儀式的行事においても子どもたちのつながりを大

切にすることで学校生活を前向きに送ろうとする希望や意欲を育んでいきたいと考えています。

1 年生 

4 年生 

自分ができることとかやりたいと決めたことをやりきることを頑

張りました。そうじゃなかったら，他の人に迷惑になることもある

と思ったからです。附小のくらしを守るとか。だけど，自分の気持

ちが他の人に伝わらないことがあるから，何回も自分の気持ちを伝

えることも頑張りました。 

前期は考えて行動することができなかった。例えば廊下を走って

しまうとか。さっき 6 年生が「理想」と「土台」と言っていたけど，

「土台」の基礎の部分が後期になったらできるようになりたいと思

いました。 



＜ 3月の行事予定＞ 

 

 

日 曜 3月の行事予定 4月の主な行事予定 

1 日  3月の学校懇談会にてお知らせいたし

ます。 2 月  

3 火  

4 水 授業参観 学校懇談会⑤ 学年懇談会④ 

5 木  

6 金  

7 土  

8 日  

9 月  

10 火  

11 水  

12 木  

13 金  

14 土  

15 日  

16 月  

17 火  

18 水 給食終了 14:10下校 卒業式準備（4,5年） 

19 木 卒業式 1－4年 12:00下校 5年弁当日 

20 金 春分の日 

21 土  

22 日  

23 月 12:00下校 

24 火 終業式 離任式 12:00下校 

25 水 新1年生懇談会 

26 木  

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

5 月 

5 月 
2024/05/17 


